
1/3 

 

下りの文三郎尾根より、阿弥陀岳。左の稜線が南稜。

右奥の稜線が北西稜、その手前が北稜。 
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―

南沢の上部より、大同心と小同心。 

地蔵の頭付近より赤岳。少しガスが晴れてきました。 
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＜コースタイム＞ 

1/9（土） 美濃戸赤岳山荘（9：30～10：15）－行者小屋（13：25～14:00）－地蔵尾根戻り（14：30）－行

者小屋着（14：50） 

1/10（日） 行者小屋発（7：35）－地蔵尾根を登る－赤岳天望荘（8：55～9：30）―赤岳（10:00～10：10）

―文三郎尾根を下る―行者小屋（11：10～50）－中山峠（11：55）－赤岳鉱泉（12：15～35）

－美濃戸赤岳山荘(14：25） 

 

 

 

赤岳山頂より、権現岳方面の眺望。 

ガスはすっかり晴れました。 


